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TopicsTopics

•• 新しい新しい JP JP ドメイン名空間の検討ドメイン名空間の検討

•• IPv4IPv4割り振りポリシーの一部変更割り振りポリシーの一部変更

•• IPv6 subIPv6 sub--TLA TLA 割り振り申請取り次ぎ開始割り振り申請取り次ぎ開始

•• JP DNS JP DNS へのへの IPv6 IPv6 アドレスの登録開始アドレスの登録開始

•• 日本語ドメイン名の実現のための活動日本語ドメイン名の実現のための活動



新しい新しいJPJPドメイン名空間の検討ドメイン名空間の検討
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検討の背景検討の背景

•• １１組織で複数のドメイン名を登録したいと組織で複数のドメイン名を登録したいと
いう要望いう要望

–– 商品名やブランド名などのドメイン名取得商品名やブランド名などのドメイン名取得

–– 登録商標などのドメイン名の保護登録商標などのドメイン名の保護

•• 現在のドメイン名登録規則の緩和要望現在のドメイン名登録規則の緩和要望

–– 必要な資格・書類必要な資格・書類

–– 申請から登録までの時間の短縮申請から登録までの時間の短縮

–– ドメイン名の移転要望ドメイン名の移転要望
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新たなドメイン名空間の提案新たなドメイン名空間の提案
•• 登録対象空間はセカンドレベル（登録対象空間はセカンドレベル（SLDSLD））

•• 登録資格は問わない。個人でも可能。登録資格は問わない。個人でも可能。

•• 簡単な登録手続き簡単な登録手続き

•• 現行ドメイン名空間は併存現行ドメイン名空間は併存

•• 登録例登録例

SLDSLD（（新ドメイン名空間）新ドメイン名空間）

　　　　　　AAAAAA.JP.JP

　　　　　　↑↑セカンドレベルドメイン名セカンドレベルドメイン名

33LDLD（（現ドメイン名空間）現ドメイン名空間）

　　　　　　AAAAAA.**.**.JP.JP
　　　　↑　　　　↑サードレベルドメイン名サードレベルドメイン名
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既存ドメイン名空間の制限緩和の提案既存ドメイン名空間の制限緩和の提案

•• 移転の自由化移転の自由化

–– 当事者同士の合意がある場合は移転自由当事者同士の合意がある場合は移転自由

–– ただし登録資格を有する組織への移転に限るただし登録資格を有する組織への移転に限る

–– 下記の原則は維持下記の原則は維持
•• １組織１ドメイン１組織１ドメイン

•• 登録組織登録組織//登録者は日本に存在すること登録者は日本に存在すること
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今後の予定今後の予定

•• 新たなドメイン名空間の新設について新たなドメイン名空間の新設について

–– 20012001年年44月登録・運用開始を目指して検討を継続月登録・運用開始を目指して検討を継続

•• 既存ドメイン名空間の制限緩和について既存ドメイン名空間の制限緩和について

–– 20002000年秋開始を目指して検討を継続年秋開始を目指して検討を継続

•• 方針、規則等に関するご意見は方針、規則等に関するご意見は……

dotjp-cmt@nic.ad.jpdotjpdotjp--cmtcmt@@nicnic.ad..ad.jpjp



IPv4IPv4割り振りポリシーの一部変更割り振りポリシーの一部変更
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変更点変更点

•• APNICAPNICのポリシー変更に伴い、のポリシー変更に伴い、JPNICJPNICポポ

リシー変更リシー変更

–– 初期割り振りを受けた会員用として当面確初期割り振りを受けた会員用として当面確
保するアドレス空間のサイズを、保するアドレス空間のサイズを、/19/19からから/20/20
へ変更へ変更

–– 旧クラス旧クラスAA領域からの割り振り開始領域からの割り振り開始
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今後の予定今後の予定

•• 初期割り振り確保用アドレス空間を初期割り振り確保用アドレス空間を/19/19からから
//２０へ変更２０へ変更

–– 9/19/1施行予定施行予定

•• 旧クラス旧クラスAA領域からの割り振り開始領域からの割り振り開始

–– APNICAPNICから割り振りを受けた後から割り振りを受けた後

•• IPv4IPv4申請、申請、IPv4 IPv4 に関するお問い合わせなに関するお問い合わせな
どはどは……

query@ip.nic.ad.jpquery@query@ipip..nicnic.ad..ad.jpjp



IPv6 subIPv6 sub--TLA TLA 割り振り申請の割り振り申請の

取り次ぎサービスの開始取り次ぎサービスの開始
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IPv6 subIPv6 sub--TLA TLA 割り振り割り振り

•• 19991999年年77月より月よりRIRRIR（（地域レジストリ）が割り地域レジストリ）が割り

振りを開始振りを開始

•• 20002000年年11月月2020日より日よりJPNICJPNICははJPNICJPNIC会員を会員を
対象として対象としてAPNICAPNICへの申請取り次ぎサーへの申請取り次ぎサー

ビスを開始ビスを開始
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１２８１２８１２８１２８ビットのビットのビットのビットのIPv6 アドレスアドレスアドレスアドレス１２８１２８１２８１２８１２８１２８１２８１２８ビットのビットのビットのビットのビットのビットのビットのビットのIPv6 IPv6 アドレスアドレスアドレスアドレスアドレスアドレスアドレスアドレス

IPv6IPv6のアドレス構造のアドレス構造

•• 「集約可能グローバルユニキャストアドレス」「集約可能グローバルユニキャストアドレス」

•• ネットワークトポロジに応じた階層構造を持つアドレスネットワークトポロジに応じた階層構造を持つアドレス

FP
TLA ID
NLA ID
SLA ID
インターフェースインターフェースインターフェースインターフェースID

FPFP
TLA IDTLA ID
NLA IDNLA ID
SLA IDSLA ID
インターフェースインターフェースインターフェースインターフェースインターフェースインターフェースインターフェースインターフェースIDID

Format Prefix [001]
Top Level Aggregation ID
Next Level Aggregation ID
Site Level Aggregation ID
Interface ID

Format Prefix [001]Format Prefix [001]
Top Level Aggregation IDTop Level Aggregation ID
Next Level Aggregation IDNext Level Aggregation ID
Site Level Aggregation IDSite Level Aggregation ID
Interface IDInterface ID

FPFPFP TLA IDTLA IDTLA ID 予約予約予約予約予約予約予約予約予約予約予約予約 NLA IDNLA IDNLA ID SLA IDSLA IDSLA ID インタフェースインタフェースインタフェースインタフェースIDインタフェースインタフェースインタフェースインタフェースインタフェースインタフェースインタフェースインタフェースIDID

パブリックトポロジパブリックトポロジパブリックトポロジパブリックトポロジパブリックトポロジパブリックトポロジパブリックトポロジパブリックトポロジ サイトサイトサイトサイトサイトサイトサイトサイト
トポロジトポロジトポロジトポロジトポロジトポロジトポロジトポロジ

６４６４６４６４６４６４６４６４１６１６１６１６１６１６１６１６２４２４２４２４２４２４２４２４８８８８８８８８１３１３１３１３１３１３１３１３３３３３３３３３
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IPv6 IPv6 アドレスの割り振り階層アドレスの割り振り階層

Internet Assigned Numbers AuthorityInternet Assigned Numbers Authority

RIPE-NCCRIPERIPE--NCCNCC APNICAPNICAPNIC ARINARINARIN RIRRIR
Regional Internet RegistryRegional Internet Registry

TLATLATLA TLATLATLA

IANAIANAIANA

エンドサイトエンドサイトエンドサイト

NLANLANLA NLANLANLA

エンドサイトエンドサイトエンドサイト エンドサイトエンドサイトエンドサイト
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subsub--TLA TLA の初期の割り振り条件の初期の割り振り条件

•• IPv4 IPv4 ネットワークが他の３つ以上のネットワークネットワークが他の３つ以上のネットワーク
とピアリングしていることとピアリングしていること

•• subsub--TLA TLA のの割り振りを受けてから１２ヶ月以内に割り振りを受けてから１２ヶ月以内に
IPv6 IPv6 サービスを提供することサービスを提供すること

–– に加えて、以下のどちらかを満たすことに加えて、以下のどちらかを満たすこと

•• ４０以上の顧客に４０以上の顧客に IPv4 IPv4 アドレスを割り当て済みアドレスを割り当て済み
であることであること

•• 66bone bone にに６ヶ月以上参加し、６ヶ月以上参加し、pTLA pTLA を３ヶ月以上を３ヶ月以上
運用していること運用していること
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JPNIC JPNIC sTLAsTLA申請取次ぎサービス申請取次ぎサービス

JPNICJPNIC会員会員会員会員会員会員会員会員 JPNICJPNIC APNICAPNIC
申請申請申請申請申請申請申請申請webweb

窓口へ申請窓口へ申請窓口へ申請窓口へ申請窓口へ申請窓口へ申請窓口へ申請窓口へ申請

整形してメール整形してメール整形してメール整形してメール整形してメール整形してメール整形してメール整形してメール

APNICAPNICへ申請へ申請へ申請へ申請へ申請へ申請へ申請へ申請

割り振り通知割り振り通知割り振り通知割り振り通知割り振り通知割り振り通知割り振り通知割り振り通知

割り振り通知割り振り通知割り振り通知割り振り通知割り振り通知割り振り通知割り振り通知割り振り通知
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申請について申請について

•• WebWebで申請フォーム作成で申請フォーム作成

　　　　http://wwwhttp://www--v6.v6.nicnic.ad..ad.jpjp/v6/ipv6req.pl/v6/ipv6req.pl

•• 手数料は手数料は55万円万円

　　※ただし、割り振りが行われなかった場合は不要　　※ただし、割り振りが行われなかった場合は不要

•• 手数料の請求は審議終了後手数料の請求は審議終了後

•• 申請のやりとりは英語申請のやりとりは英語
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IPv6 IPv6 窓口窓口

•• IPv6 subIPv6 sub--TLA TLA 申請申請、、IPv6 IPv6 に関するお問いに関するお問い
合わせなどは合わせなどは……

•• IPv6 IPv6 に関する情報はに関する情報は……

ipv6ipv6--support@support@nicnic.ad..ad.jpjp

http://www.nic.ad.jp/jp/regist/ip/http://www.nic.ad.jp/jp/regist/ip/
からから IPv6 IPv6 のページへのページへ



JP DNS JP DNS へのへの IPv6 IPv6 アドレス登録アドレス登録
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サービス内容サービス内容

•• 20002000年年33月月11日よりサービス開始日よりサービス開始

•• JPNIC JPNIC データベースのホスト情報（データベースのホスト情報（DNSDNSサーサー
バの情報）としてバの情報）としてIPv6IPv6アドレスを登録するこアドレスを登録するこ
とが可能とが可能

→→ DNSDNSへへNSNSレコードとして登録されるレコードとして登録される

→→ IPv6 IPv6 アドレスはアドレスは AAAA AAAA レコードとして登レコードとして登
録される録される
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今後の予定今後の予定

•• 今年度中に今年度中に IPv6 IPv6 で接続できるで接続できる DNS DNS サーサー

バを実験的に用意バを実験的に用意
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お問い合わせ先お問い合わせ先

•• JPNICJPNICデータベースへデータベースへ IPv6 IPv6 アドレスを持つアドレスを持つ
ネームサーバを登録するためにはネームサーバを登録するためには……

•• データベース登録に関するお問い合わせデータベース登録に関するお問い合わせ
はは……

query@db.nic.ad.jpquery@db.query@db.nicnic.ad..ad.jpjp

http://www.nic.ad.jp/jp/regist/db/doc/db-guide-v6.htmlhttp://www.http://www.nicnic.ad..ad.jpjp//jpjp//registregist/db/doc/db/db/doc/db--guideguide--v6.htmlv6.html



日本語ドメイン名の日本語ドメイン名の
実現のための活動実現のための活動
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多言語化ドメイン名の要求多言語化ドメイン名の要求

•• インターネット上でインターネット上で USUS--ASCII ASCII だけでなく、だけでなく、
多言語情報を扱いたい多言語情報を扱いたい

•• 非英語圏におけるユーザのために言語障非英語圏におけるユーザのために言語障
壁を取り除くことが必要壁を取り除くことが必要

•• 電子メールの内容も電子メールの内容もWEBWEBコンテンツも、各コンテンツも、各
国語で書くことができる国語で書くことができる

　　→残るはメールアドレス→残るはメールアドレスややURLURLなどのドメイなどのドメイ
　　 ン名部分の多言語化ン名部分の多言語化
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多言語化インターネット名の実装多言語化インターネット名の実装
•• ディレクトリ、キーワード検索ディレクトリ、キーワード検索

–– アプリケーション・アプリケーション・WEBWEBフォームに組織名などを入力フォームに組織名などを入力
することで、対象することで、対象WEBWEBを指し示すものを指し示すもの

–– iKeyword iKeyword (is not DNS)(is not DNS)
•• HTTPHTTPリダイレクタリダイレクタ

–– 88bit coded URL bit coded URL を受けて、対象を受けて、対象WEBWEBを指し示すを指し示すHTTP HTTP 
ProxyProxy

–– iURLiURL (is not DNS)(is not DNS)
•• 多言語化多言語化DNSDNS

–– DNSDNSの仕組みそのものを多言語化するの仕組みそのものを多言語化する
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多言語化ドメイン名の例多言語化ドメイン名の例

•• ドメイン名ドメイン名

–– 郵政省郵政省..日本日本

–– 東京大学東京大学..日本日本

–– 日本電信電話株式会社日本電信電話株式会社..会社会社

•• 拡張（インターネットネーム）拡張（インターネットネーム）

–– http://http://全地球網全地球網..雅虎雅虎..公司公司..中国中国//検索検索//
–– 宇井隆晴＠宇井隆晴＠JPNIC.JPNIC.日本日本
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現在の情勢：サービス現在の情勢：サービス

•• 技術的標準が確立されていない中で、各社が技術的標準が確立されていない中で、各社が
「標準」となるべく競争を開始「標準」となるべく競争を開始

•• すでに「日本語ドメイン名」「多言語ドメイン名」のすでに「日本語ドメイン名」「多言語ドメイン名」の
登録、としてサービスを開始している業者が複数登録、としてサービスを開始している業者が複数
存在存在

•• 日本だけでなく、韓国、中国、台湾など、非英語日本だけでなく、韓国、中国、台湾など、非英語
文化圏において同じ状況文化圏において同じ状況

•• 様々な実装が存在し、ユーザの混乱を招く可能様々な実装が存在し、ユーザの混乱を招く可能
性性

→→ 標準化が急務標準化が急務
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今後の予定今後の予定

•• 各国各国 NIC NIC や関連組織と連携して、技術開発を進や関連組織と連携して、技術開発を進
め、多言語ドメイン名の持つ技術的な問題点をめ、多言語ドメイン名の持つ技術的な問題点を
解決する解決する

•• IETF IDNIETF IDN--WGWGの場で技術の標準化を推進するの場で技術の標準化を推進する

•• 標準化作業と並行して日本語ドメイン名の実験標準化作業と並行して日本語ドメイン名の実験
的運用を行い、安定して動作することを検証する的運用を行い、安定して動作することを検証する

•• 多言語ドメイン名を格納するドメイン名空間につ多言語ドメイン名を格納するドメイン名空間につ
いて、各国いて、各国NICNICややICANN DNSOICANN DNSOと国際的な調整と国際的な調整
を進めるを進める
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技術公開技術公開

•• JPNICJPNICでの多言語ドメイン名の実装は、技での多言語ドメイン名の実装は、技

術情報・開発ソースともに公開し、オープン術情報・開発ソースともに公開し、オープン
プロセスでの開発を推進する。プロセスでの開発を推進する。

•• 実装を公開することで、運用実験の機会を実装を公開することで、運用実験の機会を
増やし、システムの安定化を目指す。増やし、システムの安定化を目指す。

•• 66月末頃に月末頃にββ版版公開予定公開予定
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お問い合わせ先お問い合わせ先

•• 多言語ドメイン名に関する情報は多言語ドメイン名に関する情報は……

•• 多言語ドメイン名に関するご意見は多言語ドメイン名に関するご意見は……

idn-cmt@nic.ad.jpidnidn--cmtcmt@@nicnic.ad..ad.jpjp

http://www.nic.ad.jp/jp/research/idn/http://www.http://www.nicnic.ad..ad.jpjp//jpjp/research//research/idnidn//


